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論文題目 

 

ピエル・ルイジ・ネルヴィの構造計画とアルテの思想 

 

（論文内容の要旨） 

本論文は、イタリアのエンジニア・アーキテクトで鉄筋コンクリート技術の発展に

貢献したピエル・ルイジ・ネルヴィ(Pier Luigi Nervi,1891-1979)の構造計画と建築

思想について、第二次世界大戦終戦までの建設活動の事績を辿りつつ、その設計思想

の核心を明らかにするものである。これまでネルヴィについて構造合理主義のエンジ

ニアとして評価されてきたが、その作品と設計思想の成熟過程が論じられることはほ

とんどなかった。本論文では、ネルヴィの「アルテ」に関わる言説に着目し、鉄筋コ

ンクリート建設技術の初期発展期におけるネルヴィの建設経験を通じた構造デザイン

の発展と、計画思想の深化の過程を明らかにしている。論文は序章と結章を含めて 8

章で構成されている。 

第１章では、19 世紀末から 20 世紀前半のヨーロッパにおける鉄筋コンクリート建設

技術の発達と技術伝播の過程を論じている。鉄筋コンクリート技術は 19 世紀後半にフ

ランスのモニエやエヌビックらによって始まるが、とくに建設システムを開発して普

及させたエヌビック社は不静定構造物を手がけ、計算による構造解析の不足を建設経

験を活用して補い、安全性を確保しつつ経済性や審美性を重視するというものであっ

た。一方、ドイツやスイスでは鉄骨造が選択されることが多く、鉄筋コンクリート構

造についても計算を重視する科学主義的な設計態度が取られ、解析が容易な静定構造

物を好む傾向が見られた。こうした経験主義的姿勢と科学主義的姿勢の対立があるな

か、エヌビック社の技術がイタリアに伝達されたことが明らかにされている。 

第２章では、ネルヴィの職能形成を支えたボローニャ技師養成学校について、その

学校の設立経緯や科学と技術に関する授業内容を調査している。とくにネルヴィに強

い影響を与えたカネヴァッジが授業で取り上げた論争を吟味している。これはエヌビ

ック社が設計施工したローマのリソルジメント橋を巡るもので、ドイツの理論家たち

は弾性方程式を用いて構造解析を行い、その橋の崩壊を予測して警告を発したが、実

際に崩壊は起こらなかったというものであった。この論争から、ネルヴィはエヌビッ

ク社が計算による解析だけに頼らず、建設経験から部材の塑性域も考慮していたこと

を学んだことが指摘されている。 

第３章では、ネルヴィが最初に勤務し、鉄筋コンクリート建設技術を習得した建設

会社 SACC を取り上げ、その創業者ムッジャと、そこでのネルヴィの建設経験を論じて

いる。ボローニャ技師養成学校の指導教官でもあったムッジャは、イタリアで最初に

エヌビック社の特許を購入した一人であった。ネルヴィはムッジャのもとで、ピン接

合が使用されたチェチナ橋の施工と竣工検査を行ったが、エヌビック社が批判してい

たピン接合の橋梁の性能に問題があることを理解した。さらに、ネルヴィは剛接合の

ぺシェ橋の設計施工にも携わり、竣工検査から塑性変形が生じないことを学んだ。こ

のように、ネルヴィが剛接合橋梁の優れた性能を建設経験をとおして学んでいったこ

とを明らかにした。 

第４章では、ネルヴィ＆ネッビオージ社で設計施工した建築作品と、同時期に発行

された雑誌記事について分析を行っている。劇場アレーナ・バンキーニ、モンテカテ
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ィーニ劇場、アウグストゥス劇場の大スパンの屋根架構、またベルタスタジアムの片

持ち梁による観客席大屋根や螺旋階段などで考案された独自の構造形式の発展過程を

分析し、その当時正確な構造解析ができなかった不静定構造物の設計施工の実践を明

らかにしている。また、ネルヴィの雑誌寄稿記事から、そうした測定不可能のものの

検討が工学の本質であり、そのためには科学だけではなく直観や感覚を用いるべきで、

工学とはそうした経験則にもとづく建築術だと考えていたことを明らかにしている。 

第５章では、バルトーリと共同の建設会社で設計施工した飛行機格納庫群に関して、

各計画案を構造形式の変遷という観点から分析を行った。これら飛行機格納庫の計画

では、中央の構造的コアから片持ち梁を外側に同心円状に掛ける屋根架構から、複数

のアーチやトラス梁の並列配置によるヴォールト形式の一体的な無柱大空間へと発展

し、最終的に、オルベテッロの飛行機格納庫に採用された斜格子ヴォールトという構造

形式に到達した過程が詳細に分析されている。また、構造体の安全性を検証するため

に模型実験が導入された経緯も明らかにしている。 

第６章では、ネルヴィの設計思想の原点となるアルテについての考察を行っている。

ネルヴィの業績を構造形式の観点から振り返ると、エヌビック社が設計施工したロー

マのリソルジメント橋の不静定アーチを原点に、その学習から始まって試行錯誤し、

飛行機格納庫の不静定ヴォールトへと到達したと言える。またネルヴィはこうした建

設の経験を重ねることで、アルテが構想、技術、施工の三要素で構成されており、こ

れらが循環する動的で全一的な術と考えるに至ったことを指摘している。 

結章では、本論文で得られた成果について要約し、今までのネルヴィ研究における

成果と意義を示している。また、今後の研究課題として、テクトニックに着目した建

築論への展開を挙げている。 
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（論文審査の結果の要旨） 

本論文は、鉄筋コンクリートのエンジニア・アーキテクトとして活躍したイタリアの

ピエル・ルイジ・ネルヴィについて、第二次大戦期までの建設活動の事績を辿りつつ、

ネルヴィの構造計画の発展と計画思想の深化の過程の解明を目的とした研究である。得

られた成果は以下のとおりである。 

１. 作品の構造形式に着目した分析をとおして、ネルヴィの鉄筋コンクリート造の建

設経験が不静定橋梁から始まり、RC 造の構造体が持つ応力の再配分という利点

と塑性能力を活用した斜格子ヴォールトへと到達したことを明らかにした。とく

に、飛行機格納庫の構造計画にあたっては模型実験を導入し、当時の技術では計

算ができなかった構造体の安全性等の評価を行ったことを明らかにした。 

２．ボローニャ技師養成学校でカネヴァッジから学んだローマのリソルジメント橋の

安全性に関する論争が、こうしたネルヴィの設計思想の原点にあることを指摘し

た。ネルヴィはこの論争から、当時の数学的構造解析では安全性を完全に証明す

ることは不可能であり、建設の経験にもとづく直観が科学理論と共に工学の基礎

として尊重されるべきと考えるようになり、これがのちにアルテの思想へと結実

することを示した。 

３. 上記 1）の作品分析と雑誌寄稿文の分析を総合することによって、ネルヴィは施

工経験をとおして「アルテ」という考えを深化させたこと、そしてそれが伝統的

な工匠の実践的建築術にも通じるものであり、構想、技術、施工という三つの要

素の循環によって形成される制作術であることを明らかにした。こうしてネルヴ

ィは、エンジニアリングというものをたんに科学的な技術から、直観や感覚によ

る芸術的構想までも含む全一的な術へ拡張したことを指摘した。 

 

以上のとおり、本論文は、構造合理主義のエンジニア・アーキテクトとして評価され

てきたネルヴィについて、その構造計画の実際とそれに伴う設計思想を詳細に分析して

解明したものであり、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は

博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、令和 2 年 6 月 17 日、論

文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基

準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 

 

 


